
水防災意識社会水防災意識社会水防災意識社会水防災意識社会 再構築再構築再構築再構築ビジョンにビジョンにビジョンにビジョンに係係係係るるるる大規模氾濫減災協議会大規模氾濫減災協議会大規模氾濫減災協議会大規模氾濫減災協議会についてについてについてについて
河 川 課１１１１．水防災意識社会．水防災意識社会．水防災意識社会．水防災意識社会のののの再構築再構築再構築再構築についてについてについてについて ３３３３．今後実施．今後実施．今後実施．今後実施するするするする事項事項事項事項

《《《《水害対応水害対応水害対応水害対応タイムラインタイムラインタイムラインタイムライン例例例例》》》》

平成28年台風10号により、岩手県の要配慮者

利用施設では利用者9名の全員が死亡

２２２２．．．．これまでのこれまでのこれまでのこれまでの取組取組取組取組みとみとみとみと予定予定予定予定についてについてについてについて

■長野県管理の河川において、水防災意識社会を再構築するため、河川管理者、

市町村、気象台、消防、警察等からなる大規模氾濫減災協議会を１０圏域（地域

振興局単位）で設置

■協議会において、現状の水害リスク情報や取組状況を共有し、地域の取組方針

を今年度中に策定予定

１１１１ 現状現状現状現状のののの水害水害水害水害リスクリスクリスクリスク情報情報情報情報やややや取組状況取組状況取組状況取組状況のののの共有共有共有共有

・想定最大規模降雨での洪水浸水想定区域図の提供

２２２２ 地域地域地域地域のののの取組方針取組方針取組方針取組方針のののの策定策定策定策定

円滑かつ迅速な避難及び的確な水防活動等を実現するために各構成員が

それぞれ又は連携して取り組む事項をまとめた地域の取組方針を策定し、

共有する。

・水害対応タイムラインの作成支援

・水位計・量水標の設置による水位周知河川の追加検討

・危機管理型ハード対策（ねばり強い堤防整備等）

３３３３ フォローアップフォローアップフォローアップフォローアップ

地域の取組方針に基づく対策の実施状況を確認する。また、本協議会を中

心として、毎年出水期前に河川の合同巡視等を実施し、情報の共有を図る。

計画規模降雨

計画規模降雨計画規模降雨

計画規模降雨

1

11

1/

//

/100

100100

100確率

確率確率

確率

想定最大規模降雨

想定最大規模降雨想定最大規模降雨

想定最大規模降雨

1

11

1/

//

/1

11

1,

,,

,000

000000

000確率

確率確率

確率

《《《《浸水想定区域図例浸水想定区域図例浸水想定区域図例浸水想定区域図例》》》》

意識を根本的に転換

全国各地で豪雨が頻発・激甚化

施設整備により洪水の発生を防止するもの

施設では防ぎきれない大洪水は必ず発生するもの

従来からのハード対策に加え、「住民目線のソフト対策」や「危機

管理型ハード対策」により、社会全体でこれに備える取組を行う。

水防災意識社会水防災意識社会水防災意識社会水防災意識社会のののの再構築再構築再構築再構築

■平成27年9月関東・東北豪雨や、平成28年8月台風10号等では、逃げ遅れによる

多数の死者や甚大な経済損失が発生

《《《《住民目線住民目線住民目線住民目線のソフトのソフトのソフトのソフト対策対策対策対策》》》》

■想定最大規模降雨での「洪水浸水想定区域図」を作成し区域を指定・公表する。

■市町村等関係機関と水害リスク情報を共有するとともに、市町村による新たな

洪水ハザードマップやタイムラインの作成を支援する。

■避難行動の情報をリアルタイムで提供可能な水位計の増設、水位周知河川の

追加

《《《《危機管理型危機管理型危機管理型危機管理型ハードハードハードハード対策対策対策対策》》》》

■越水等が発生した場合でも、決壊までの時間を少しでも引き延ばすような粘り

強い堤防等の「危機管理型ハード対策」を推進

《《《《従来従来従来従来のハードのハードのハードのハード対策対策対策対策》》》》

■■■■浸水によって大きな被害が発生する恐れの高い河川整備を重点的に進める。

近年の水害では例を近年の水害では例を近年の水害では例を近年の水害では例を

見ない被害が発生見ない被害が発生見ない被害が発生見ない被害が発生

《《《《危機管理型危機管理型危機管理型危機管理型ハードハードハードハード対策例対策例対策例対策例》》》》
《《《《水位計・量水標設置例水位計・量水標設置例水位計・量水標設置例水位計・量水標設置例》》》》
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